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Ｌ１津波に対する防護についての法令上の扱い 2

海岸法に基づく海岸保全基本方針（H27.2.2告示）
「数十年から百数十年に一度程度発生する比較的頻度の高い津波に対して防護することを目標と

する。」

海岸堤防については、設計津波（原則として、数十年から百数十年に一度程度発生する比較的
頻度の高い津波を定める）の作用に対して、津波による海水の侵入を防止する機能を有するもの
とされている。 「海岸保全施設の技術上の基準について」の一部改正について（H27.2.2局長通知）

海岸堤防がＬ１津波の高さ未満である場合、Ｌ１津波に対して津波防災地域※の安全度を確
保するための措置を講じることが、海岸管理者に求められる

※ 津波防災地域づくりの対象となる地域



津波に対する海岸堤防の取り得る高さの範囲

現況～L1津波までの範囲【論点】
この範囲で海岸堤防の高さを設定する場合は、
津波防災地域における対策もあわせて考えることが
条件
→ 海岸管理者は、L1津波による

浸水想定の提供等により、
津波防災地域における対策の責任者に協力

海岸の計画堤防高
として取り得る範囲

L1津波群の範囲（候補）
数十年～百数十年と
幅があるL1津波群（候補）から
L1津波高を海岸管理者が決定

現況堤防
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▽ L1津波高



現況堤防

津波に対する海岸堤防の高さのパターン

現況堤防 現況堤防

Ｌ１津波の高さで
計画・整備

目標

当面整備する高さ 当面の整備目標

Ｌ１津波の高さで計画し、
暫定形で整備

Ｌ１津波よりも低い高さを
当面の整備目標として設定

L1津波の高さ目標
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Ｌ１津波からの避難の支援につながる緊急的な海岸堤防のイメージ 5

↑ 現況堤防

第１波または３０分以内に
到達する津波高を防ぐ高さで
堤防を整備（かさ上げ）

30分後に
堤防に到達

海岸堤防は、津波水位が天端高を越えるまでは、浸水防止機能を発揮
Ｌ１津波の水位（最大波）が第２波以降に来襲する地域においては
第１波を防ぐ高さの堤防高で、Ｌ１津波からの避難が可能となる場合がある

海岸堤防を越えた津波が
到達する前に避難完了

Ｌ１津波の水位

第１波

避難場所

避難に必要な時間
（この例では30分）

最大波


